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二十歳～ 未来へ舞う～
市政ひろば市政ひろば市政ひろば

　20歳の門出を祝う式典「二十歳のつどい」が１月７日に文化体育館で開催され約 350 人が出席しました。スーツや色鮮や

かな晴れ着に身を包んだ出席者は旧友との再会を喜び合い、会場内外で写真を取る姿が見られました。

　「舞」をテーマに行われた式典では、実行委員長の井筒かぐやさんがお世話になった人への感謝の思いや成人としての決意を

力強く述べ、小学４年生の児童らが参加した「二十歳のつどい～ハーフ～」や恩師からのビデオレターの上映がありました。

　一生に一度しかない二十歳のつどい。二十歳を迎えた皆さんは未来への希望を胸に新しい道の第一歩を踏み出しました。
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■音楽教室を開いていた真野薫さんから、市の子
どもたちに活用してもらいたいとエレクトー
ン２台の寄付があり
ました。アフタース
クール福良と学ぶ楽
しさ支援センターに
設置し、有効活用し
ます。
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受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

寄付ありがとうございます寄付ありがとうございます

■令和 5年 3月 30 日に逝去された南あわじ市出
身の丸川美喜子さんから、財産の遺贈寄付が
ありました。故人の遺言により、沼島小学校
と沼島中学校の児童生徒がいきいきと誇りと
愛情をもって豊かな学校生活を送れるように、
財産を活用していきます。

　市ではこのたび、冊子「暮らしの便利帳」を
制作しました。「暮らしの便利帳」には、市の各
種制度や手続き、相談先などのほか、南あわじ
市の歴史や魅力なども満載です。
　全世帯に順次配布（原則ポスト投函）していき
ますので、ぜひご活用ください。
※３月１日を過ぎても配布されない場合はお問
合せください（問合せ先／㈱サイネックス・ネ
ットワーク☎ 06-6191-
0061）
※３年ごとの更新を予定し
ています。大切に保管して
ください
問広報情報課
　南あわじプロモーション室
　☎43-5201

お役立ち情報が満載！
「暮らしの便利帳」を配布します

二十歳のつどい～ハーフ～　市内小学４年生26人が参加
お兄さん、お姉さん、おめでとうございます♪
私たちも頑張ります！！


